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社会人類学分野3
海外 日本人社会の組織化と分節化
一 タイ、チェンマイを中心に 一 伊 藤 眞(1)
在 日老華僑 ・華人の老後
一 横浜中華街 を事例 に 一 ?? 彬(21)
回族の親族カテゴリーをめぐる覚書
一 寧夏回族自治区銀川市の事例から一 澤 井 充 生(43)
村落(シ マ)的 世界を再考する
一 八重山群島石垣島 ・伊原間集落における
移住者と先住者の関係をめ ぐって 一 吉 田 佳 世(71)
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2007年7月1日 制 定
首都大学東京 『人文学報(社 会人類学分野)』投稿規定
(1)本誌には、論文のほか、年度ごとの卒論 ・修論 ・博論一覧表を載せるものとする。ま
た本誌編集会議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
(2)本誌には、社会人類学研究室教員等(専 任教員、助教、非常勤講師、特約研究員)が 、
論文を日本語または英語で執筆することができる。
(3)本誌には、首都大学東京大学院社会人類学分野在籍者(博 士前期課程・博士後期課程)、
東京都立大学大学院社会人類学専攻在籍者(修 士課程 ・博士課程)、および本研究室に
籍を置く日本学術振興会特別研究員が、論文を日本語 または英語で投稿することがで
きる。
(3)-1上記有資格者が投稿 しようとする論文は、指導教員および社会人類学研究室教
員の最低2名 による査読 ・評価を経て推薦を得ねばならない。
(3)-2上記在籍者の投稿論文の採否は、社会人類学研究室専任教員が構成する本誌編
集会議の議を経て決定する。
(4)投稿論文は未刊行のものに限る。
(5)本誌投稿規定および執筆要領の改廃は社会人類学教室会議の合議により行う。
***********************************
2007年7月1日 制 定
首都大学東京 『人文学報(社会人類学分野)』執筆要領
(1)投稿論文は、400字詰め原稿用紙に換算して50枚(2万字)を、英文の場合は8,000ワー
ドを限度とする。写真 ・図表 も字数に含めるものとする。
(2)書式は日本文化人類学会機関誌 『文化人類学』の規定に準ずるものとする。ただ し縦
書きを認めるものとする。
(3)原稿の募集は原則 として毎年7月 初旬とし、原稿提出期限は原則として毎年1月 末と
するが、原稿募集の際、年度ごとに通知する。
(4)投稿する者は、指定された期 日までに、原稿をプリントアウトしたハー ドコピー(1部)
およびその電子データを、社会人類学分野事務室に提出しなければならない。電子デー
タは文書作成ソフトのWindowsMicrosoftWordにて作成する。
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2009年度社会人類学研究室 卒業論文 ・修士論文一覧
卒業論文(首都大学東京人文 ・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論 文タイ トル 指導教員
松川夏実 小 笠原 にお ける ウミガメ利用につい ての考察一 コモンズ論 を援用 し
て 高桑
杉坂智子 民俗の地域性一 富山市に見られる盆行事 「おしょうらい」を例に 高桑
小野美咲 島おこしにおけるアート資源の有用性一 愛知県一色町佐久島の事例から 高桑
岡崎あ きつ
路上のかけひき一 大道芸にみる観客の役割と演者の戦略的アプロー
チ 高桑
山田亜希子 纏足にみる女性の美意識 高桑
内海彩子 祈願行為から見る現代日本社会一 合格祈願グッズとお守りの現代的諸相から 何
渡貫寛明 酒と日本社会 何
大貫可奈子 年中行事における伝統と変容一 正月を例に 何
芦澤恵美 日本社会の きもの と洋服 何
佐原菜月 動物 との共生に見 る日本社会一 ペ ットと しての犬 の事例 か ら 何
永木 亨
なぜ彼は卒業論文が書けないのか一 彼の準拠的個人とロールモデル
による解明 綾部
石山祐 一朗 自由主義者 フラ ンッ ・ボ アズー 「英雄神話」 の語 り直 し 綾部
町田祥智 地域 性 と世 界性 の交錯の場 としての ホテルー ホス ピタ リテ ィの ロー
カル化 をめ ぐる人類学的考察 綾部
佐藤明世 グローバ ルブラ ン ドと してのパナ ソニ ックー 企業の戦 略的適応 とそ
の先 にある もの
綾部
吉元菜々子 多元的医療における治療行動のく揺らぎ〉一 あるネパール人女性の事例から 綾部
荒木 亮
カール ・ポ ランニーの可能性一 「形式論」 と 「実在論」論 争 を超 え
た経済人類学 の新 たな視座へ
伊藤
高橋みどり 「かわいい」について一 「かわいい」装 いは誰 のため か 伊藤
岡美奈子 きものブー ムか ら考 える女性 のジェンダー意識 伊藤
三上愛輝 移住者論と日本への眺め 鄭
高坂千鶴 日本で働く南米日系人の余暇生活に関する考察 鄭
修士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文 タイ トル 主査
阿部朋恒 草原 をめ ぐる存 在論 の遭遇一 アム ド ・チベ ッ トにお ける住 民移転"生態移民"を 事例 と して 何
斎藤みほ 現 代の昔話 と 「語 り」 の機 能一 「都市 の語 り」 ス トー リーテ リング
を事 例と して
何
二文字屋脩 遊動が作り出す社会一 遊動狩猟採集民社会における遊動の関係論的
位相 綾部
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修士論文(東京都立大学大学院社会科学研究科社会人類学専攻)
氏名 論文 タイ トル 主査
北住暁子
ケニ アVCT(自 発的HIVカ ウンセ リング検 査)プ ログ ラムの人類学
的考察
伊藤
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